
　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
拙
稿
「
井
上
文
雄
研
究
史
」（『
成
蹊
人
文
研
究
』
十
三
号
、
平
成

十
七
年
三
月
）、「
井
上
文
雄
研
究
史
（
補
遺
）」（『
成
蹊
國
文
』
四
十
一
号
、

平
成
二
十
年
三
月
）、「
井
上
文
雄
研
究
史
・
補
遺
（
其
ノ
二
）」（『
成
蹊
國
文
』

四
十
三
号
、
平
成
二
十
二
年
三
月
）
に
於
て
、
採
り
上
げ
る
こ
と
の
か
な
は
な

か
つ
た
、
徳
川
時
代
後
期
国
学
者
歌
人
井
上
文
雄
に
就
て
言
及
の
あ
る
文
献
を

紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
二
年
以
降
に
発
表
せ
ら
れ

た
井
上
文
雄
に
関
す
る
論
考
等
を
も
併
せ
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

一
、
明
治
・
大
正
期

・
明
治
二
十
六
年
三
月
、
国
語
国
文
の
研
究
、
作
文
の
奨
励
を
は
か
る
べ
く
落

合
直
文
を
中
心
と
し
て
同
文
会
が
結
成
せ
ら
れ
る（
１
）。
同
年
四
月
に
は
機
関
誌

『
文
海
』
を
刊
行
し
、
そ
の
二
巻
一
号
（
明
治
二
十
七
年
四
月
）
に
文
雄
の
「
歌

論
」
が
掲
載
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
文
雄
の
歌
論
書
『
伊
勢
の
家
づ
と　

初
篇
』

よ
り
、「
歌
よ
む
や
う
」「
類
題
集
詞
よ
せ
」「
さ
よ
し
ぐ
れ
に
い
は
ま
ほ
し
き

こ
と
ゞ
も
」「
序
歌
」「
俳
諧
」
の
五
篇
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
落
合
直
文
編
『
訂
正
五
版
中
等
国
文
読
本　

巻
六
』（
明
治
三
十
一
年
十
一

月
、
明
治
書
院
）
は
、
文
雄
の
和
文
「
古
戦
場
」（『
調
鶴
集
』
所
収
）
を
収
め

る
。
な
ほ
、「
古
戦
場
」
は
こ
れ
以
降
各
種
の
教
科
書
、
参
考
書
等
に
収
録
せ

ら
れ
る
こ
と
ゝ
な
る
。

・
高
津
鍬
三
郎
、
菊
池
壽
人
、
杉
敏
介
、
今
井
彦
三
郎
、
松
井
簡
治
、
和
田
英

松
編
『
近
世
名
家
文　

高
等
国
文　

上
』（
明
治
三
十
三
年
五
月
、
金
港
堂
）
は
、

「
第
一
高
等
学
校
及
び
学
習
院
国
文
課
の
教
科
書
」（
例
言
）
で
あ
る
が
、
矢
張

り
「
古
戦
場
」
が
採
ら
れ
て
ゐ
る
。

・
海
上
胤
平
は
、
加
藤
千
浪
『
詠
史
百
首
』
の
詠
み
ぶ
り
を
批
判
し
た
『
詠
史

百
首
評
論
』（
明
治
三
十
七
年
三
月
、
文
学
書
院
）
を
著
し
て
ゐ
る
が
、
其
処

で
は
文
雄
も
槍
玉
に
挙
げ
ら
れ
、「
俗
歌
者
流
の
井
上
文
雄
」
と
罵
倒
せ
ら
れ
、

ま
た
「
東
国
の
歌
の
さ
ま
殊
更
に
わ
ろ
く
な
し
た
る
は
、
文
雄
ら
が
し
わ
ざ
」

と
迄
非
難
せ
ら
れ
る
。

・
井
上
文
雄
に
私
淑
す
る
歌
人
森
田
義
郎
は
、「
忘
れ
ら
れ
し
井
上
文
雄（
２
）」（『
大

　
　
井
上
文
雄
研
究
史
・
補
遺
（
其
ノ
三
）

鈴
　
木
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八
洲
』
二
十
一
巻
八
号
、
明
治
三
十
九
年
八
月
）
を
著
し
、
文
雄
の
略
伝
を
紹

介
し
、「
新
し
き
想
を
、
新
し
き
詞
を
も
て
歌
へ
る
が
尊
か
り
。」
と
そ
の
傾
倒

ぶ
り
を
語
る
。
文
雄
の
全
集
を
編
纂
し
民
友
社
印
刷
部
か
ら
刊
行
す
る
予
定
が

あ
る
と
記
す
も
、
森
田
の
「
病
軀
」
ゆ
ゑ
「
果
さ
ず
」。
き
は
め
て
惜
し
む
べ

き
こ
と
で
あ
る
。

・
森
田
義
郎
「
井
上
文
雄
翁
に
つ
い
て
�三
」（『
東
亜
新
報
』
明
治
四
十
一
年

五
月
十
八
日
）
は
、
松
の
門
三
艸
子
の
談
話
か
ら
文
雄
の
日
常
が
窺
へ
る
。
酒

が
好
き
だ
が
、
旅
行
は
し
な
い
、
気
分
の
あ
つ
さ
り
し
た
人
で
あ
つ
た
や
う
で

あ
る
。
�一 

�二 

に
就
て
は
未
詳（
３
）。

・
ま
た
、
森
田
義
郎
は
板
本
『
調
鶴
集
』
を
は
じ
め
、
松
の
門
三
艸
子
、
薗
田

守
英
が
そ
れ
ぞ
れ
写
し
た
歌
集
か
ら
自
ら
好
む
と
こ
ろ
の
歌
百
九
十
五
首
を
撰

び
出
し
『
調
鶴
集
抄
』
と
題
し
て
、
正
宗
敦
夫
発
刊
に
よ
る
歌
学
雑
誌
『
国
歌
』

（
三
十
号
、
明
治
四
十
二
年
一
月
）
の
附
録
と
し
て
発
表
し
た
。

・
佐
々
木
信
綱
編
『
国
民
歌
集
』（
明
治
四
十
二
年
三
月
、
民
友
社
）
に
は
、

家
集
『
調
鶴
集
』
よ
り
短
歌
一
首
「
い
さ
ぎ
よ
き
や
ま
と
心
を
心
に
て
よ
そ
に

は
咲
か
ぬ
花
ざ
く
ら
か
な
」（
七
四
）
が
収
録
せ
ら
れ
る
。

・
東
京
外
国
語
学
校
の
編
に
か
ゝ
る
、
同
校
国
語
漢
文
科
の
教
科
書
『
和
漢
文

藻
』（
明
治
四
十
二
年
六
月
、
東
京
外
国
語
学
校
）
に
は
、「
古
戦
場
」
が
収
め

ら
れ
る
。

・
文
学
に
関
は
る
読
者
の
問
ひ
に
簡
に
し
て
要
を
得
た
回
答
を
示
す
「
応
問
」

（『
國
學
院
雑
誌
』
十
九
巻
一
号
、
大
正
二
年
一
月
）
に
於
て
は
、「
井
上
文
雄

石
川
依
平
の
略
伝
御
教
示
を
乞
ふ
」
と
い
ふ
問
ひ
に
対
し
、
清
宮
秀
堅
『
古
学

小
伝
』
を
引
き
つ
ゝ
文
雄
依
平
の
伝
記
が
語
ら
れ
る
。

・
吉
田
彌
平
、
小
島
政
吉
、
篠
田
利
英
、
岡
田
正
美
編
『
四
訂
女
子
国
語
読
本   

巻
九
』（
大
正
七
年
七
月
、
金
港
堂
書
籍
）
も
ま
た
「
古
戦
場
」
を
収
め
る
。

・
雄
物
川
町
長
を
つ
と
め
た
歌
人
佐
々
木
順
は
、「
自
然
歌
人
井
上
文
雄
」（『
庭

友
』
一
号
、
大
正
八
年
二
月
、
庭
友
社
）
を
著
し
、
文
雄
の
自
然
（
田
園
）
趣

味
の
詠
に
就
て
の
所
感
を
綴
つ
て
ゐ
る
。
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
雑
誌
『
庭
友
』

は
秋
田
県
立
図
書
館
が
唯
一
の
所
蔵
機
関
で
あ
る
た
め
、
少
々
長
く
な
る
が
全

文
を
引
用
し
た
い
。

　
　
　
　

自
然
歌
人
井
上
文
雄

�

佐
々
木
順

　
　

�　

近
世
の
歌
風
は
大
体
に
於
い
て
賀
茂
真
淵
を
祖
と
仰
ぐ
県あ
が
た
ゐ居
派
と
、
香

川
景
樹
を
師
と
崇
ぶ
桂け

い
ゑ
ん園
派
に
分
た
れ
る
。
前
者
は
江
戸
を
中
心
と
し
て

幕
府
並
び
に
諸
藩
に
勢
力
を
有
し
、
後
者
は
京
都
を
根
拠
と
し
て
宮
廷
に

勢
力
を
有
し
、
互
ひ
に
そ
の
優
劣
を
争
つ
て
ゐ
た
。
文
雄
は
村
田
春
海
の

弟
子
岸
本
弓
弦
の
門
に
学
ん
で
県
居
派
に
属
し
、
萎
靡
沈
滞
し
た
る
江
戸

末
期
の
歌
壇
に
異
光
彩
を
放
つ
た
歌
人
で
あ
る
。
彼
は
田
安
家
の
藩
医
で

あ
つ
て
、
通
称
を
元
真
、
家
号
を
柯
堂
と
云
ひ
、
明
治
四
年
齢
七
十
二
で

歿
し
た
。

　
　

�　

文
雄
は
国
学
に
造
詣
が
あ
つ
て
著
書
も
か
な
り
多
い
。
殊
に
そ
の
歌
論

は
穏
健
で
秀
抜
で
あ
る
。
彼
は
系
統
と
し
て
崇
古
趣
味
を
固
守
す
べ
き
で
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あ
つ
た
が
、
崇
古
趣
味
の
型
に
囚
は
れ
ず
常
に
自
由
に
清
新
に
も
の
を

観
、
も
の
を
感
じ
て
ゐ
た
。
こ
れ
は
彼
の
凡
庸
な
ら
ざ
る
点
で
あ
る
。
彼

の
得
意
と
す
る
所
は
自
然
の
観
察
の
微
妙
に
あ
り
、
精
緻
に
あ
り
、
鋭
敏

に
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
を
表
現
す
る
に
当
つ
て
、
自

お
の
づ
か

ら
な
る
格
調
と
詞

藻
を
も
つ
て
ゐ
た
。
彼
の
家
集
『
調
鶴
集
』
は
、『
続
日
本
歌
学
全
書
』

に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
わ
れ
ら
田
園
に
住
ん
で
ゐ
る
者
に
と
つ
て
は
寔

に
親
し
く
懐
し
い
も
の
で
あ
る
。
次
に
七
八
首
私
の
好
き
な
作
を
抜
い
て

見
る
。

　
　
　
　

春
雨
に
こ
ぶ
し
か
つ
散
る
山
沿
の
小
寺
の
垣
根
し
と
ど
な
く
な
り

　
　

�　

辛こ
ぶ
し夷
の
花
、
鵐し
と
ど
の
鳴
く
音
は
暮
春
の
情
趣
に
適ふ
さ
は
し
い
景
物
で
あ
る
。

　
　
　
　

春
雨
に
あ
お
む
垣
根
の
こ
ぼ
れ
種
茎
だ
つ
見
れ
ば
鈴
奈
な
り
け
り

　
　

�　

作
者
は
か
う
し
た
微さ
ゝ
や
か細

な
景
致
さ
へ
見
逃
さ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
も
か
ゝ

る
用
意
が
大
切
で
あ
る
。
野
趣
に
富
ん
だ
懐
し
い
作

　
　
　
　

片
岡
の
み
ち
の
小
寺
の
つ
ゝ
じ
垣
ほ
ろ
〳
〵
散
り
て
人
か
げ
も
な
し

　
　

�　

簡
素
な
表
現
の
な
か
に
静
寂
の
境
地
が
う
た
は
れ
て
ゐ
る
。
一
体
彼
の

歌
は
す、

、

、
ら
り
と
し
て
ゐ
る
。

　
　
　
　

水
あ
せ
て
な
か
ば
野
と
な
る
沢
水
の
す
み
れ
が
中
に
か
は
づ
な
く
な
り

　
　

�　

概
し
て
か
う
し
た
傾
向
の
歌
は
一
見
平
凡
の
や
う
で
あ
る
が
作
者
の
自

然
に
対
す
る
感
興
が
率
直
に
詠
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
所
に
価
値
が
あ
つ
て
、
小

理
屈
小
感
想
の
歌
よ
り
は
尊
い
と
思
ふ
。

　
　
　
　

宵
よ
ひ
の
卯
の
花
月
夜
子
規
ゐ
な
か
は
早
く
夏
め
き
に
け
り

　
　

�　

簡
素
な
そ
し
て
穏
雅
な
風
調
で
あ
る
。
作
者
の
気
禀
が
反
映
し
て
ゐ
る

の
が
有
難
い
。

　
　
　
　

神
無
月
柚ゆ

の
実
い
ろ
づ
く
柴
垣
の
日
か
げ
の
ど
け
み
小
鳥
な
く
な
り

　
　

�　

俳
句
趣
味
で
あ
る
。
修
辞
も
俳
句
手
法
に
近
い
。
柚
の
実
は
ゆ、

、ず
の
実

の
こ
と
、
神
無
月
は
十
月
の
こ
と
。

　
　
　
　

落
ち
か
か
る
夕
日
さ
び
し
き
里
川
の
つ
つ
み
の
穂
蓼
秋
風
の
ふ
く

　
　

�　

か
う
い
ふ
歌
は
空
想
で
は
作
れ
ぬ
。
の
み
な
ら
ず
第
四
句
を
穂、

、蓼
と
名

詞
で
と
め
、
直
ち
に
秋、

、風
と
名
詞
で
続
け
て
破
綻
を
き
た
さ
ぬ
所
が
老
巧

で
あ
る
。

　
　

�　

こ
れ
ら
を
味
読
す
れ
ば
彼
が
如
何
に
自
然
に
対
し
て
愛
着
を
感
じ
、
憧

憬
を
抱
い
て
ゐ
た
か
が
わ
か
る
で
あ
ら
う
。

�

（
一
月
二
十
九
日
）

・
斎
藤
茂
吉
は
、
森
田
義
郎
か
ら
『
調
鶴
集
抄
』
を
借
り
て
披
見
し
て
を
り
、

そ
の
次
第
を
『
童
馬
漫
語
』（
大
正
八
年
八
月
、
春
陽
堂
）
に
記
し
て
ゐ
る
。

そ
こ
で
文
雄
を
評
し
て
「
文
雄
の
歌
風
を
一
貫
す
る
の
は
軽
妙
の
二
字
で
あ

る
。
そ
し
て
品
の
好
い
清
心
の
歌
が
多
い
。
新
ら
し
い
材
料
で
一
寸
他
の
歌
人

な
ど
の
気
の
つ
か
な
い
や
う
な
細
か
い
と
こ
ろ
を
巧
み
に
詠
ん
で
ゐ
る
。
曙
覧

よ
り
も
軽
い
が
才
は
あ
る
。
歌
の
為
め
に
入
牢
し
た
な
ど
と
は
思
へ
な
い
程
な

歌
ば
か
り
で
あ
る
。
熱
心
な
勤
王
家
だ
と
聞
い
た
が
、
何
処
か
に
品
の
よ
い
や

さ
し
い
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
人
で
あ
ら
う
。」
と
言
ふ
。

・
瀧
内
弘
章
編
『
先
哲
和
歌
墨
蹟
百
種
』（
大
正
十
一
年
六
月
、
山
本
文
華
堂
）

は
、
編
者
所
蔵
の
「
建
治
年
間
以
後
の
縉
紳
名
家
、
歌
人
大
家
達
の
懐
紙
、
色
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紙
、
詠
草
等
百
余
点
を
以
て
玻
璃
版
に
印
刷
し
」
た
も
の
。
文
雄
は
「
寄
神
祝
」

と
題
す
る
和
歌
一
首
「
神
な
か
ら
神
の
う
た
ひ
し
言
の
葉
を
摘
ら
ん
人
は
千
世

も
つ
み
な
ん
」（
懐
紙
）
が
掲
載
せ
ら
れ
る
。

・
井
上
通
泰
は
、
大
正
九
年
七
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、「
南
天
荘
所
蔵
品

絵
葉
書　

第
三
輯
」
を
発
行
す
る（
４
）。「
三
三
」
は
文
雄
の
短
冊
二
葉
の
写
真
版

で
あ
る
。
通
泰
は
「
南
天
荘
所
蔵
品
絵
葉
書
」
の
解
説
を
も
の
し
て
を
り
、「
第

三
輯
」「
第
四
輯
」
を
扱
つ
た
『
南
天
荘
絵
葉
書
解
説　

二
』（
大
正
十
年
十
月
、

久
保
田
米
斎
）
に
於
て
、
先
の
短
冊
の
翻
字
「
官
軍
大
城
に
入
ぬ
る
日   

今
よ

り
は
た
が
宝
田
と
な
り
ぬ
ら
む
君
が
千
代
田
は
よ
そ
に
か
ら
れ
て　

文
雄
」「
糺

問
局
の
獄
屋
に
つ
な
が
れ
て　

稀
也
と
世
に
い
ふ
老
の
坂
道
に
ひ
と
屋
有
と
は

思
ひ
か
け
き
や　

文
雄
」
を
掲
げ
、「
文
雄
の
短
冊
は
あ
ま
り
に
多
く
伝
は
つ

て
居
て
め
づ
ら
し
く
な
い
か
ら
今
後
も
特
色
あ
る
も
の
に
限
つ
て
、
出
す
こ
と

に
し
よ
う
」
と
言
ふ
。
解
説
は
『
南
天
荘
蔵
幅
写
真
帖
』（
大
正
十
年
十
二
月
、

日
本
巧
芸
社
）
と
ほ
ゞ
同
内
容
の
記
述
。

・
児
玉
尊
臣
『
近
世
国
文
の
解
釈
』（
大
正
十
一
年
十
月
、
三
宅
書
店
出
版
部
）

は
、
高
等
学
校
受
験
用
の
参
考
書
。『
調
鶴
集
』
よ
り
和
文
二
篇
「
旧
都
を
す

ぎ
し
と
き
の
こ
と
」「
古
戦
場
」
を
収
録
。

　
　
　

二
、
昭
和
期

・
上
野
の
古
書
肆
文
行
堂
よ
り
刊
行
せ
ら
れ
た
雑
誌
『
短
冊
』
で
あ
る
が
、
復

興
十
二
号
（
昭
和
二
年
一
月
）
に
は
、
文
雄
の
兎
を
描
い
た
短
冊
「
世
の
中

の
う
と
い
ふ
事
を
よ
そ
に
し
て
よ
き
耳
を
の
み
長
く
き
か
は
や　

丁
卯
は
る

六
十
八
翁
文
雄
」（
小
川
清
次
蔵
）
が
写
真
版
で
掲
載
せ
ら
れ
る（
５
）。

・
磤
稲
綺
道
秀
『
長
歌
軌
範
』（
昭
和
五
年
八
月
、
長
歌
軌
範
刊
行
会
）
は
、『
調

鶴
集
』
所
収
の
長
歌
を
六
首
と
し
て
ゐ
る
。
正
し
く
は
「
詠
旅
宿
花
歌
幷
短
歌
」

「
感
阿
州
岡
氏
兄
弟
高
行
作
歌
短
歌
」「
伊
賀
の
中
将
の
君
の
御
前
、
御
国
に
か

へ
ら
せ
た
ま
ふ
御
う
ま
の
は
な
む
け
に
よ
み
て
た
つ
ま
つ
る
」「
安
政
戊
午
秋

日
有
感
作
歌
短
歌
」「
詠
大
砲
歌
短
歌
」
の
五
首
。「
橘
」
と
い
ふ
題
の
長
歌
が

収
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
記
し
て
あ
る
の
だ
が
存
疑
。

・
藤
田
徳
太
郎
『
国
文
学
襍
説
』（
昭
和
七
年
一
月
、
六
文
館
）
は
、
幕
末
期

の
和
文
に
就
て
、「
滋
野
貞
融

4

4

4

4

・
井
上
文
雄

4

4

4

4

・
伊
達
千
広

4

4

4

4

の
三
家
は
、
何
れ
も

個
性
に
富
み
、
各
特
色
を
備
へ
て
ゐ
る
点
に
於
い
て
異
色
が
あ
る
。
何
れ
も
不

羈
奔
放
の
趣
が
あ
り
、
他
の
物
語
文
を
模
倣
し
た
典
麗
雅
趣
の
味
あ
る
文
章
に

比
し
て
は
著
し
く
男
性
的
で
、
時
と
し
て
は
、
雅
文
擬
古
文
の
概
念
に
は
ま
ら

な
い
も
の
さ
へ
あ
る
。」
と
言
ひ
、
文
雄
を
「
す
ぐ
れ
た
雅
文
家
で
あ
る
」
と

絶
讃
し
て
ゐ
る
。

・
市
毛
保
家
『
擬
古
文
新
釈
』（
昭
和
七
年
十
二
月
、
栄
光
社
）
は
、『
柯
堂
文

集
』
よ
り
「
惜
花
」「
暁
擣
衣
」「
旧
都
」「
長
歌
論
」「
竹
」
の
五
篇
を
収
め
、

語
釈
、
通
釈
が
為
さ
れ
る
。『
柯
堂
文
集
』
に
就
て
は
未
詳
。『
柯
堂
文
章
』（
天

理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
）
に
は
、「
竹
」
以
外
の
四
篇
が
収
録
せ
ら
れ
、

「
竹
」
の
出
典
が
気
に
か
ゝ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

・
渡
辺
刀
水
「
国
学
者
の
評
判
記
」（『
歴
史
と
国
文
学
』
十
巻
一
号
、
昭
和
九

年
一
月
→
『
渡
辺
刀
水
集
一
』
昭
和
六
十
年
五
月
）
は
、
井
上
淑
蔭
の
家
に
あ
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つ
た
、
守
部
風
の
書
き
ぶ
り
で
あ
る
国
学
者
の
評
判
記
を
翻
刻
紹
介
す
る
。
文

雄
は
「
由
豆
流
の
塾
に
ゐ
た
時
分
か
ら
放
蕩
に
て
ま
だ
直
ら
ず
剰
へ
穢
多
付
あ

ひ
あ
り
歌
も
奇
調
狂
語
多
し
」
と
評
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

・
川
田
順
は
、『
愛
国
百
人
一
首
評
釈
』（
昭
和
十
八
年
五
月
、
毎
日
新
聞
社
）

所
収
本
居
宣
長
の
自
讃
歌
「
し
き
し
ま
の
大
和
ご
こ
ろ
を
人
問
は
ば
朝
日
に
匂

ふ
山
ざ
く
ら
花
」
の
解
説
に
於
て
、
文
雄
の
一
首
「
い
さ
ぎ
よ
き
大
和
心
を
心

に
て
他よ

そ国
に
は
咲
か
ぬ
花
ざ
く
ら
か
な
」
と
い
ふ
が
、
散
り
際
の
潔
さ
に
関
し

て
「
最
も
普
遍
的
な
桜
花
礼
讃
」
の
歌
で
あ
る
と
説
く
。

・
名
古
屋
の
好
事
家
鈴
木
半
右
衛
門
は
、
自
身
の
還
暦
記
念
と
し
て
所
蔵
す
る

名
家
書
翰
を
纏
め
『
鶴
は
し
』（
昭
和
十
三
年
九
月
、
鈴
木
半
右
衛
門
）
を
編

ん
だ
。
文
雄
の
「
延
充
」
宛
書
翰
一
通
を
収
め
る
。

・
佐
佐
木
信
綱
『
日
本
名
筆
全
集
短
冊
集
』（
昭
和
三
十
四
年
一
月
、
雄
山
閣
）

に
は
、
文
雄
の
絵
入
短
冊
「
い
つ
も
き
く
〔
か
ら
す
〕（
鈴
木
註
…
…
烏
の
絵
）

の
声
の
か
う
ま
て
も
長
閑
け
き
物
か
は
る
の
初
空　

六
十
七
翁
文
雄
」（
渡
辺

刀
水
所
蔵
）
が
影
印
で
掲
載
せ
ら
れ
る
。

・
国
立
国
会
図
書
館
参
考
書
誌
部
編
『
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
貴
重
書
解
題  

第
五
巻
（
名
家
短
冊
の
部
）』（
昭
和
四
十
八
年
三
月
、
国
立
国
会
図
書
館
）
は
、

同
館
所
蔵
に
か
ゝ
る
『
手
鑑
』
二
帖
一
軸
（
請
求
記
号W

A
48-1

）、『
名
家
短

冊
帖
』二
帖（W

A
48-3

）、『
諸
家
短
冊
帖
』一
帖（W

A
48-2

）、『
名
家
短
冊
帖
』 

三
百
三
十
七
枚
（W

A
48-4

）
の
四
点
か
ら
名
家
短
冊
を
翻
字
紹
介
す
る
。
文

雄
は
、「
冬
竹　

木
に
も
あ
ら
す
草
に
も
あ
ら
ぬ
く
れ
竹
は
霜
に
雪
に
も
う
て

ぬ
成
け
り　
文
雄
」（
名
家
短
冊
帖 W

A
48-3

）、「
新
竹　
若
竹
の
陰
な
つ
か
し 

く
成
に
け
り
な
に
の
匂
ひ
も
花
も
無
れ
と　
文
雄
」（
諸
家
短
冊
帖 W

A
48-2

）、

「
漁
村
千
鳥　

あ
ま
の
子
か
せ
と
に
く
ゆ
ら
す
も
く
つ
火
の
畑
の
末
に
千
鳥
啼

也　

文
雄
」（
名
家
短
冊
帖 W

A
48-4

）
の
三
枚
が
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
三
枚

目
第
四
句
「
畑
の
末
に
」
と
あ
る
が
、
正
し
く
は
「
烟
の
末
に
」。
な
ほ
、
こ

の
短
冊
「
あ
ま
の
子
か
せ
と
に
く
ゆ
ら
す
も
く
つ
火
／
の
烟
の
末
に
千
鳥
啼

也
」
と
改
行
箇
所
が
珍
し
い
。

・
大
阪
の
医
家
に
し
て
短
冊
蒐
集
家
藤
本
太
郎
の
編
に
な
る
『
淡
花
の
匂
』（
昭

和
五
十
二
年
八
月
、
前
田
成
雄
）
は
、
藤
本
の
蒐
集
し
た
短
冊
の
影
印
版
。
近

代
の
も
の
が
中
心
だ
が
、
文
雄
の
絵
入
短
冊
「
う
れ
し
さ
を
今
よ
り
何
に
つ
ゝ

む
ら
ん
よ
ろ
つ
そ
き
袖
萬
そ
き
そ
て　

文
雄
」
も
収
め
ら
れ
る
。
な
ほ
、
こ
の

短
冊
、
現
在
で
は
架
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
。

・
塚
本
邦
雄
の
編
纂
し
た
詞
華
集
『
珠
玉
名
歌
仙
』（
昭
和
五
十
四
年
六
月
、

毎
日
新
聞
社
）、
斉
明
天
皇
か
ら
森
鷗
外
に
至
る
歌
人
の
詠
、
百
十
二
首
に
鑑

賞
を
施
し
て
を
り
、
文
雄
は
「
岡
越
え
の
切
り
通
し
た
る
作
り
道
卯
の
花
咲
け

り
右
に
左
に
」（
調
鶴
集
・
一
四
六
）
が
採
ら
れ
て
ゐ
る
。「
小
う
る
さ
く
説
明

的
な
と
こ
ろ
は
な
く
、
歯
切
れ
の
よ
い
と
こ
ろ
、
な
か
な
か
の
技
倆
と
言
ふ
べ

き
だ
ら
う
。」
と
評
し
、
ま
た
「
隅
田
川
中
洲
を
こ
ゆ
る
潮
先
に
霞
流
れ
て
春

雨
の
降
る
」（
調
鶴
集
・
六
三
）
を
も
引
き
、「
幕
末
歌
人
の
中
で
は
抜
群
の
一

人
と
言
は
れ
る
。」
と
文
雄
を
高
く
評
価
し
て
ゐ
る
。

・
漆
山
天
童
（
又
四
郎
）
が
「
明
治
末
よ
り
四
十
年
の
間
「
人
名
録
」
と
称
し
て 

カ
ー
ド
を
と
り
続
け
」（「
例
言
」）、
後
藤
憲
二
に
よ
つ
て
完
成
を
見
た
『
近
世

人
名
辞
典
』（
昭
和
五
十
九
年
四
月
～
昭
和
六
十
二
年
一
月
、
青
裳
堂
書
店
）
に

─ 19 ─

鈴
木　

亮　

井
上
文
雄
研
究
史
・
補
遺
（
其
ノ
三
）



は
、
文
雄
も
立
項
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。「
法
躰
尤
美
僧
な
り
。」
の
寸
評
が
面
白
い
。

　
　
　

三
、
平
成
・
令
和
期

・『
発
禁
本
』
の
続
編
と
し
て
昭
和
四
十
年
十
一
月
桃
源
社
よ
り
刊
行
せ
ら
れ

た
、
城
市
郎
『
続
・
発
禁
本
』、
平
成
三
年
八
月
に
は
福
武
文
庫
の
一
冊
と
し

て
装
ひ
を
新
た
に
「
近
代
日
本
発
禁
小
史
」
を
附
し
て
上
梓
せ
ら
れ
た
。「
近

代
日
本
発
禁
小
史
」
に
、
明
治
初
期
の
発
禁
事
件
と
し
て
『
諷
歌
新
聞
』
一
件

が
語
ら
れ
る
。

・
谷
澤
永
一
が
「
空
前
に
し
て
恐
ら
く
絶
後
の
、
最
も
鋭
く
包
括
的
な
奥
行
き

深
い
傑
作
」（『
え
ら
い
人
は
み
な
変
わ
っ
て
は
る
』
平
成
十
四
年
六
月
、
新
潮

社
）
と
称
讃
し
た
、
小
西
甚
一『
日
本
文
藝
史
Ⅴ
』（
平
成
四
年
二
月
、
講
談
社
）

で
は
、
千
蔭
春
海
の
系
統
と
し
て
、
清
水
浜
臣
、
中
島
広
足
、
文
雄
が
挙
げ
ら

れ
て
ゐ
る
の
だ
が
、「
か
れ
ら
の
師
系
が
明
ら
か
な
ほ
ど
に
は
、
歌
風
の
差
を

識
別
で
き
る
わ
け
で
な
い
。
京
の
桂
園
派
と
対
立
し
た
の
は
、
歌
風
の
問
題
で

は
な
く
、
世
俗
的
な
歌
壇
勢
力
の
争
い
に
す
ぎ
な
か
っ
た
ろ
う
。」
と
些
か
手

厳
し
い
。

・
三
好
行
雄
、
竹
盛
天
雄
、
吉
田
凞
生
、
浅
井
清
編
『
日
本
現
代
文
学
大
事

典
』（
平
成
六
年
六
月
、
明
治
書
院
）
に
は
、
福
島
タ
マ
の
執
筆
に
よ
る
「
井

上
文
雄
」「
調
鶴
集
」
が
立
項
せ
ら
れ
る
。

・『
短
冊
Ⅱ　

鉄
心
斎
文
庫
所
蔵
芦
澤
新
二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
』（
平
成
十
五

年
四
月
、
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
文
華
館
）
に
は
、「
小
松
内
府　

は
か
な
く

も
平
野
の
小
松
か
れ
ぬ
る
か
神
の
守
り
も
及
ば
ざ
り
け
む　

文
雄
」
の
短
冊
一

葉
が
影
印
で
掲
載
せ
ら
れ
る
。

・
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
著
名
人
の
辞
世
を
網
羅
し
た
、
荻
生
待
也
『
辞
世
千

人
一
首
』（
平
成
十
七
年
七
月
、
柏
書
房
）。
文
雄
の
辞
世
「
老
い
は
て
て
命
惜

し
と
は
思
は
ね
ど
死
ぬ
と
お
も
へ
ば
か
な
し
か
り
け
り
」
も
収
録
せ
ら
れ
る
。

・
久
保
田
淳
、
長
島
弘
明
編
『
名
歌
名
句
大
事
典
』（
平
成
二
十
四
年
七
月
、

明
治
書
院
）
に
は
、『
調
鶴
集
』
よ
り
「
忘
れ
て
は
待
つ
べ
き
親
も
な
き
宿
へ

暮
れ
ぬ
先
に
と
い
そ
ぎ
け
る
か
な
」（
九
三
三
）
の
一
首
が
採
ら
れ
、
田
代
一

葉
の
鑑
賞
を
附
す
。

・
鉄
心
斎
文
庫
短
冊
研
究
会
編
『
む
か
し
を
い
ま
に　

鉄
心
斎
文
庫
短
冊
総

覧
』（
平
成
二
十
四
年
九
月
、
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
文
華
館
）
は
、
鉄
心
斎

文
庫
が
所
蔵
す
る
短
冊
約
四
千
九
百
枚
の
総
覧
。
図
版
編
、
釈
文
編
の
二
冊
よ

り
成
る
。
釈
文
編
に
は
翻
刻
と
と
も
に
略
伝
が
記
さ
れ
る
。
文
雄
の
短
冊
は

四
十
三
枚
に
も
及
ぶ
（
図
版
編
に
「
小
栗
何
が
し
か
鬼
鹿
毛
を
庭
乗
せ
る
か 

た
に　

物
の
ふ
が
猛
き
こ
ゝ
ろ
の
鬼
鹿
毛
の
う
ま
は
た
世
々
に
い
ひ
は
や
し
け

り　

文
雄
」
が
掲
載
）。
う
ち
『
調
鶴
集
』
所
収
歌
は
十
首
（
五
四
・
九
五
・ 

一
五
六
・
三
四
七
・
四
五
七
・
六
二
九
・
六
五
九
・
七
一
六
・
七
八
一
・ 

八
五
六
）。
な
ほ
、
こ
の
十
首
中
に
は
若
干
『
調
鶴
集
』
と
異
同
の
あ
る
歌
も

存
す
る
。「
文
雄
」
と
署
名
す
る
際
、「
雄
」
の
字
が
図
案
化
し
た
も
の
を
、「
文

（
花
押
）」
と
捉
へ
て
ゐ
る
。

・
三
ツ
松
誠
「
天
野
勝
義
宛
井
上
文
雄
書
簡
」（『
紙
魚
之
友
』
三
十
号
、
平
成

二
十
四
年
十
二
月
、
房
総
史
料
調
査
会
）
は
、「
第
三
次
夷
隅
郡
大
多
喜
町
大
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多
喜
・
正
木
（
天
野
）
家
所
蔵
文
書
調
査
に
お
い
て
撮
影
し
た
」
大
多
喜
藩
士

天
野
勝
義
（
胖
三
郎
）
宛
文
雄
書
翰
の
紹
介
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
も

の
と
推
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
文
雄
が
大
国
隆
正
、
大
畑
春
国
（
隆
正
門
）
の
学

問
を
評
価
し
て
ゐ
な
い
こ
と
が
語
ら
れ
る
興
味
深
い
書
翰
で
あ
る
。

・
中
澤
伸
弘
「
徳
川
時
代
後
期
歌
人
の
交
流
―
井
上
文
雄
と
磯
部
長
恒
と
の

一
考
察
―
」（『
澁
谷
近
世
』
十
九
号
、
平
成
二
十
五
年
三
月
）
で
は
、
三
重
県

鈴
鹿
市
文
化
振
興
部
（
三
重
県
立
図
書
館
寄
託
資
料
）
所
蔵
に
か
ゝ
る
磯
部
長

恒
宛
井
上
文
雄
書
翰
十
八
通
の
翻
刻
紹
介
。
磯
部
長
恒
（
寛
政
九
年
～
明
治
三

年
）
は
、
神
戸
町
年
寄
に
し
て
文
雄
門
人
、
文
雄
よ
り
三
歳
上
と
な
る
。
十
八

通
あ
る
書
翰
の
中
で
年
紀
が
特
定
（
推
定
）
出
来
る
も
の
が
十
六
通
、
不
明
の

も
の
が
二
通
、
時
代
を
逐
う
て
み
る
に
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
か
ら
明
治

初
年
に
か
け
て
の
書
翰
と
い
ふ
こ
と
と
な
る
。「
幕
末
と
い
ふ
世
上
不
穏
の
時

期
で
あ
つ
て
そ
の
緊
迫
し
た
状
況
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
伺
へ
る
も
の
と
な
つ
て

ゐ
る
。」
と
解
説
す
る
。

・
渡
辺
守
邦
、
後
藤
憲
二
編
『
増
訂
新
編
蔵
書
印
譜
』（
平
成
二
十
五
年
十
月

～
平
成
二
十
六
年
十
二
月
、
青
裳
堂
書
店
）
は
、『
新
編
蔵
書
印
譜
』（
平
成

十
三
年
一
月
、
青
裳
堂
書
店
）
の
増
補
版
。
文
雄
の
蔵
書
印
に
就
て
は
、
増
補

せ
ら
れ
ず
「
歌
堂
文
庫
」
一
種
の
み
。

・
田
中
康
二
「
本
居
宣
長
の
文
学
史
研
究
」（『
鈴
屋
学
会
報
』
三
十
号
、
平
成

二
十
五
年
十
二
月
→
「
文
学
史
成
立
史
」
と
増
補
改
題
し
、『
本
居
宣
長
の
国

文
学
』
平
成
二
十
七
年
十
二
月
、
ぺ
り
か
ん
社
所
収
）
に
於
て
は
、
文
雄
が

「
文
学
の
史
的
研
究
へ
の
萌
芽
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
文
章
を
記
し
て
い

る
。」
と
紹
介
せ
ら
れ
、「
物
語
日
記
」（『
伊
勢
の
家
づ
と　

初
篇
』
所
収
）
が

引
か
れ
る
。
其
処
か
ら
文
雄
が
、「
ジ
ャ
ン
ル
別
に
文
学
作
品
を
整
理
し
よ
う

と
す
る
意
識
が
う
か
が
え
る
。」
と
結
論
づ
け
る
。

・
田
中
康
二
「『
玉
あ
ら
れ
』
受
容
史
」（『
渾
沌
』
十
一
号
、
平
成
二
十
六
年

三
月
、
近
畿
大
学
大
学
院
文
芸
学
研
究
科
→
『
本
居
宣
長
の
国
文
学
』
平
成

二
十
七
年
十
二
月
、
ぺ
り
か
ん
社
）
は
、「
歌
学
書
と
も
言
え
る
し
、
考
証
随

筆
に
も
分
類
で
き
る
。
ま
た
語
学
書
の
性
格
も
有
し
て
い
る
」、
本
居
宣
長
の

著
『
玉
あ
ら
れ
』
の
「
近
世
後
期
に
お
け
る
受
容
史
」。
文
雄
に
就
て
は
一
節

が
設
け
ら
れ
（「
五
、
江
戸
派
の
手
土
産
―
井
上
文
雄
『
伊
勢
の
家
づ
と
』」）、

文
雄
の
『
伊
勢
の
家
づ
と
』
は
、『
玉
あ
ら
れ
』
の
「
好
ま
し
い
修
正
」
で
あ
り
、

村
田
春
海
『
歌
が
た
り
』
の
言
説
を
受
け
継
い
で
論
を
展
開
し
て
ゐ
る
と
説
く
。

・
坂
倉
賢
芳
『
再
編
竹
柏
園
姓
名
録
』（
平
成
二
十
六
年
四
月
、
龍
渕
寺
）
は
、

『
竹
柏
園
姓
名
録
』（
平
成
十
八
年
八
月
、
龍
渕
寺
）
を
大
幅
に
増
補
し
た
も
の
。

『
竹
柏
園
姓
名
録
』
で
は
収
録
人
物
が
二
千
名
程
で
あ
つ
た
が
、『
再
編
』
で
は
、

三
千
四
百
名
余
と
な
る
。
弘
綱
は
文
雄
に
学
ん
で
ゐ
た
為
、
文
雄
門
下
の
国
学

者
歌
人
の
名
が
散
見
せ
ら
れ
る
。

・
山
下
久
夫
は
、
浄
土
宗
の
僧
侶
に
し
て
音
韻
学
者
で
あ
る
文
雄
（
モ
ン
ノ

ウ
／
ブ
ン
ユ
ウ
）
と
井
上
文
雄
と
を
混
同
し
て
を
り（
６
）、「
宣
長
・
自
国
中
心
主

義
的
言
説
の
再
検
討
―
「
漢
訳
」
さ
れ
た
「
西
洋
」
流
入
の
中
で
―
」（
田
尻

祐
一
郎
、
西
岡
和
彦
、
城
㟢
陽
子
、
山
下
久
夫
、
志
水
義
夫
『
文
学
研
究
の

思
想
』
平
成
二
十
六
年
五
月
、
東
海
大
学
出
版
部
）
に
於
て
も
「『
磨
光
韻
鏡
』

の
著
者
で
韻
学
の
大
成
者
と
し
て
有
名
な
井
上
文
雄
が
「
九
山
八
海
解
嘲
論
」
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を
著
し
」
と
、
僧
文
雄
の
業
績
を
認
識
し
て
ゐ
な
い
。

・
平
成
二
十
五
年
四
月
に
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
運
営
す
る
日
本
文
学w

eb

図
書
館
の
一
と
し
て
配
信
せ
ら
れ
た
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
だ
が
、
翌
年
に
は

書
籍
版
が
刊
行
せ
ら
れ
る
（『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
編
集
委
員
会
編
『
和
歌
文

学
大
辞
典
』
平
成
二
十
六
年
十
二
月
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）。「
文
雄
」
の
項

目
は
勿
論
の
事
、
著
述
に
関
し
て
も
、「
伊
勢
の
家
苞
」「
老
の
く
り
こ
と
」「
大

井
河
行
幸
和
歌
考
証
」「
さ
き
は
ひ
草
」「
調
鶴
集
」「
摘
英
集
」「
廿
一
代
集
類

字
」「
道
の
さ
き
は
ひ
」
と
い
ふ
八
作
品
が
採
り
上
げ
ら
れ
た
（
い
づ
れ
も
鈴

木
亮
執
筆
）。
な
ほ
、
師
で
あ
る
「
由
豆
流
」（
鈴
木
よ
ね
子
執
筆
）、「
千
古
」

（
鈴
木
亮
執
筆
）
も
立
項
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。「
さ
き
は
ひ
草
」
の
刊
年
を
元
治
元

年
と
し
て
ゐ
る
が
、
正
し
く
は
慶
応
二
年
跋
刊（
７
）。

・
鈴
木
亮
「
井
上
文
雄
著
述
目
録
稿
」（『
成
蹊
國
文
』
四
十
八
号
、
平
成

二
十
七
年
三
月
）
は
、
文
雄
の
著
述
に
関
し
て
『
国
書
総
目
録
』
の
記
述
を
増

補
し
、
解
題
を
附
し
て
纏
め
た
も
の
。
在
世
中
に
刊
行
せ
ら
れ
た
も
の
を
主
と

す
る
が
、
歿
後
に
編
輯
せ
ら
れ
た
も
の
に
就
て
も
解
説
す
る
。

・
鈴
木
亮
「
井
上
文
雄
『
調
鶴
集
抄
』
―
翻
刻
と
解
題
―
」（『
成
蹊
人
文
研
究
』

二
十
三
号
、
平
成
二
十
七
年
三
月
）
は
、
先
に
掲
げ
た
森
田
義
郎
編
『
調
鶴
集

抄
』
の
翻
刻
と
解
題
。
正
宗
敦
夫
編
輯
発
行
に
よ
る
歌
学
雑
誌
『
国
歌
』
及
び

そ
の
附
録
は
閲
覧
が
実
に
困
難
な
状
況
で
あ
る
た
め
、
架
蔵
す
る
に
至
つ
た
同

書
を
紹
介
し
た
。

・
中
澤
伸
弘
「
徳
川
時
代
後
期
歌
人
井
上
文
雄
の
書
」（『
若
木
書
法
』
十
四

号
、
平
成
二
十
七
年
三
月
）
は
、「
文
雄
の
書
を
通
し
て
、
そ
の
書
き
様
の
伝

播
」
を
考
察
し
た
論
考
。
文
雄
の
筆
致
を
「
雄
渾
で
あ
り
、
力
強
い
印
象
を
与

へ
る
も
の
」
と
捉
へ
て
ゐ
る
。
文
雄
の
筆
蹟
が
門
人
た
ち
に
継
承
せ
ら
れ
た
こ

と
に
も
言
及
し
て
ゐ
る
。
文
雄
、
大
野
定
子
、
松
の
門
三
艸
子
（
二
葉
）
の
短

冊
、
文
雄
色
紙
、『
類
題
和
歌
聯
玉
集
』（
明
治
十
二
年
刊
）
大
野
定
子
序
の
影

印
が
末
尾
に
掲
載
せ
ら
れ
る
。

・『
美
與
之
野
帖
』
を
、『
国
書
総
目
録
』
に
於
て
は
文
雄
の
著
作
、
鈴
木
亮

「
井
上
文
雄
著
述
目
録
稿
」
で
は
藤
堂
高
猷
の
家
集
と
し
て
し
ま
つ
た
と
い
ふ

こ
と
に
就
て
は
、
原
本
を
具
さ
に
検
め
て
ゐ
な
い
が
た
め
に
生
じ
た
誤
り
で
あ

る
。
文
雄
は
跋
文
を
記
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
か
う
い
つ
た
類
ひ
の
こ
と
は
間
々

起
こ
り
得
る
こ
と
で
あ
り
、
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
自
戒
の
念
を

込
め
て
）。
鈴
木
亮
「
藤
堂
高
猷
書
『
美
與
之
野
帖
』
傍
註
」（『
成
蹊
國
文
』

四
十
九
号
、
平
成
二
十
八
年
三
月
）
で
は
、『
美
與
之
野
帖
』
が
、
文
雄
に
歌

文
を
学
ん
だ
伊
勢
津
藩
主
藤
堂
高
猷
の
筆
に
な
る
書
道
手
本
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
、
高
猷
短
冊
の
影
印
を
掲
げ
る
。

・
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編
『
井
上
文
雄
判
柳
河
藩
歌
合
集　

柳
川
文
化
資
料

集
成
第
一
集
―
二
』（
平
成
二
十
八
年
三
月
、
柳
川
市
）
は
、
幕
末
期
、
柳
河

藩
主
立
花
鑑
寛
と
そ
の
周
辺
で
実
施
さ
れ
た
、
井
上
文
雄
判
の
歌
合
四
十
五
冊

と
一
巻
を
翻
刻
し
た
も
の
（
編
集
担
当
亀
井
森
、
補
佐
阿
比
留
章
子
）。
亀
井

森
「
解
説
」
及
び
鈴
木
亮
「
井
上
文
雄
小
伝
」
を
附
す
。

・
後
藤
憲
二
編
『
類
聚
名
家
書
簡　

首
扁
』（
平
成
二
十
八
年
四
月
、
青
裳
堂

書
店
）
は
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
渡
辺
文
庫
所
蔵
の
「
尚
徳
」

宛
文
雄
書
翰
を
写
真
版
で
掲
載
す
る
。
な
ほ
、「
例
言
」
に
「
図
版
巻
完
結
後
、
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釈
文
・
注
文
冊
を
刊
行
予
定
で
あ
る
。」
と
い
ふ
案
内
が
記
さ
れ
る
。

・
萩
野
由
之
の
蒐
集
、
編
纂
に
か
ゝ
る
名
家
筆
蹟
を
収
め
た
「
集
古
筆
翰
」
は
、

長
谷
川
強
、
岡
崎
久
司
の
編
輯
の
も
と
『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊
中
古
中

世
篇
別
巻
四　

集
古
筆
翰
』
影
印
篇
、
翻
字
・
解
説
篇
（
平
成
三
十
年
三
月
、

汲
古
書
院
）
と
し
て
刊
行
せ
ら
れ
た
。「
第
七
輯
（
和
歌
）」
に
、
文
雄
の
「
う

く
ひ
す
の
声
せ
ぬ
の
み
そ
九
重
の
う
め
の
さ
か
り
の
あ
か
ぬ
成
け
る
」
と
い
ふ

一
首
の
懐
紙
が
収
録
せ
ら
れ
る
。
文
雄
の
略
伝
は
鈴
木
淳
の
執
筆
。

・
内
田
誠
一
、
増
田
知
之
、
吉
良
史
明
「
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
短
冊
の

諸
相
」（『
公
益
財
団
法
人
日
本
習
字
教
育
財
団
学
術
研
究
助
成
成
果
論
文
集
』

四
巻
、
平
成
三
十
年
三
月
）「
第
二
章　

近
代
に
お
け
る
短
冊
蒐
集
と
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
影
印
―
御
歌
所
寄
人
・
井
上
通
泰
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
探
る
―
」

（
内
田
誠
一
執
筆
）
で
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
井
上
通
泰
旧
蔵
「
短
冊
手

鑑
」
が
紹
介
せ
ら
れ
る
。「
短
冊
手
鑑
」
に
文
雄
の
短
冊
は
四
枚
収
め
ら
れ
て

を
り
、『
諷
歌
新
聞
』
筆
禍
に
よ
つ
て
糺
問
局
に
捕
へ
ら
れ
た
折
の
歌
を
採
り

上
げ
、
そ
の
史
料
価
値
が
考
察
せ
ら
れ
る
。
署
名
を
「
文
（
花
押
）」
と
す
べ

き
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
す
な
は
ち
「「
雄
」
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
花
押

が
書
か
れ
て
い
る
。」
と
い
ふ
主
張
で
あ
る
。

・
明
治
元
年
（
慶
応
四
年
）
の
出
来
事
と
そ
の
当
時
の
人
々
の
状
況
を
活
写
し

た
、
田
中
仁
「
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
政
治
・
文
化
の
解
体
と
再
構
築
」（
鈴

木
健
一
編
『
輪
切
り
の
江
戸
文
化
史
』
平
成
三
十
年
十
月
、
勉
誠
出
版
）
で
は
、

戊
辰
戦
争
、
明
治
新
政
府
に
関
し
て
論
じ
て
ゐ
る
箇
所
に
於
て
、
文
雄
、
草
野

御
牧
の
発
刊
し
た
『
諷
歌
新
聞
』
の
歌
が
引
か
れ
る
。

・
鈴
木
亮
「
江
戸
派
の
終
焉
―
徳
川
時
代
後
期
歌
人
井
上
文
雄
の
学
統
意 

識
―
」（『
成
蹊
國
文
』
五
十
二
号
、
平
成
三
十
一
年
三
月
）
で
は
、
文
雄
の
学

統
に
対
す
る
意
識
を
考
察
し
、
そ
の
学
問
が
自
由
闊
達
で
あ
つ
た
こ
と
を
指
摘

す
る
。

・
濱
田
啓
介
の
大
著
『
国
文
学
概
論
』（
令
和
元
年
六
月
、
京
都
大
学
学
術
出

版
会
）
は
、
文
雄
を
評
し
て
、「
情
趣
・
用
辞
は
雅
の
中
に
閉
じ
ら
れ
ず
、
俗

が
加
味
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
江
戸
派
ら
し
さ
を
示
す
。」
と
い
ひ
、

田
園
農
村
を
詠
じ
た
歌
を
そ
の
特
徴
と
し
て
ゐ
る
。

　
　
　

を
は
り
に

　

拙
稿
は
一
先
づ
置
き
、
近
年
、
井
上
文
雄
を
俎
上
に
載
せ
る
論
考
が
若
干
増

え
て
き
た
や
う
な
気
が
す
る
。
百
年
程
前
の
言
で
は
あ
る
が
、
佐
佐
木
信
綱
が

文
雄
を
「
江
戸
派
の
殿
将
と
し
て
幕
末
の
歌
壇
に
光
を
放
つ
た
歌
人
」（『
近
世

和
歌
史
』
大
正
十
二
年
一
月
、
博
文
館
）
と
評
し
た
こ
と
の
意
味
は
重
い
も
の

が
あ
ら
う
。
最
早
文
雄
を
等
閑
視
し
続
け
る
こ
と
は
出
来
な
く
な
つ
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

　

文
雄
の
詠
歌
、
歌
論
を
丹
念
に
考
察
す
る
た
め
に
も
、
活
字
化
せ
ら
れ
て
ゐ

な
い
家
集
、
歌
論
書
の
翻
刻
が
急
務
で
あ
る
の
だ
が
、
雑
事
に
取
り
紛
れ
未
だ

果
せ
ず
に
ゐ
る
。
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【
註
】

（
１
）�『
文
海
』（
一
号
、
明
治
二
十
六
年
四
月
）
巻
末
に
「
本
会
監
督
幷
に
賛

成
諸
君
（
い
ろ
は
順
）」
と
し
て
、
飯
田
武
郷
、
萩
野
由
之
、
坂
正
臣
、

中
村
秋
香
、
落
合
直
文
、
大
和
田
建
樹
、
黒
川
真
頼
、
久
米
幹
文
、
増

田
于
信
、
小
中
村
清
矩
、
小
杉
榲
邨
、
小
中
村
義
象
、
佐
々
木
信
綱
、

木
村
正
辞
、
本
居
豊
穎
、
関
根
正
直
の
名
が
挙
が
る
。

（
２
）��『
大
八
洲
』（
二
十
一
巻
八
号
、
明
治
三
十
九
年
八
月
）
刊
行
の
二
ヶ
月

前
、
矢
張
り
森
田
執
筆
に
よ
る
「
忘
れ
ら
れ
し
井
上
文
雄
」（『
日
本
人
』

四
百
七
十
三
号
、
明
治
三
十
九
年
六
月
）
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
『
大

八
洲
』
所
収
「
忘
れ
ら
れ
し
井
上
文
雄
」
の
一
部
分
を
抄
出
し
た
も
の

と
な
つ
て
ゐ
る
。『
日
本
人
』
収
録
の
論
考
に
就
て
は
、「
井
上
文
雄
研

究
史
（
補
遺
）」
に
て
紹
介
し
た
。

（
３
）�『
近
代
文
学
研
究
叢
書
第
四
十
五
巻
』（
昭
和
五
十
二
年
七
月
、
昭
和
女

子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
）
所
収
「
森
田
義
郎
」
の
「
著
作
年
表
」
に

は
記
載
な
し
。
同
書
に
は
、
森
田
義
郎
「
井
上
先
生
の
歌
（
一
）～（
八
）」

（『
毎
日
新
聞
』
明
治
三
十
九
年
四
月
二
十
日
～
五
月
二
日
）
も
文
雄
関

連
の
文
献
で
あ
る
旨
の
記
述
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
井
上
通
泰
の
歌

を
評
し
た
文
章
で
あ
る
。

（
４
）�

第
一
輯
の
発
行
は
大
正
八
年
六
月
か
ら
十
二
月
。
第
六
輯
（
大
正
十
一

年
）
迄
発
行
。

（
５
）�

中
島
利
一
郎
所
蔵
の
短
冊
に
は
「
け
ふ
よ
り
は
う
と
い
ふ
事
を
よ
そ
に

し
て
よ
き
耳
を
の
み
長
く
き
か
ば
や
」
と
あ
り
初
句
が
異
な
る
。
な
ほ
、

同
短
冊
に
も
「
白
短
冊
の
金
粉
の
上
に
丁
卯
に
因
ん
で
、
兎
の
絵
が
薄

墨
で
書
か
れ
て
ゐ
る
。」（
中
島
利
一
郎
「
井
上
文
雄
と
集
外
遺
作
」『
学

苑
』
十
巻
八
号
、
昭
和
十
八
年
八
月
）

（
６
）�

山
下
久
夫
『
本
居
宣
長
と
「
自
然
」』（
昭
和
六
十
三
年
十
月
、
沖
積
舎
）。

拙
稿
「
井
上
文
雄
研
究
史
（
補
遺
）」
に
て
指
摘
。

（
７
）�

中
澤
伸
弘
「『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
同
編
集
委
員
会
編
古
典
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
刊
）
覚
え
書
き
」（『
澁
谷
近
世
』
二
十
一
号
、
平
成
二
十
七
年
三
月
）

〔
附
記
〕

　

拙
稿
「
井
上
文
雄
研
究
史
」
に
て
、
大
和
室
輯
「
近
世
花
押
譜
」（『
集
古
』

甲
子
第
五
号
、
大
正
十
三
年
八
月
）
を
紹
介
し
た
が
、「
近
世
花
押
譜
」
は
『
三

村
竹
清
集
一
』（
昭
和
五
十
七
年
四
月
、
青
裳
堂
書
店
）
に
収
録
せ
ら
れ
る
。

短
冊
の
署
名
の
仕
方
に
関
し
て
、「
雄
」
の
字
を
図
案
化
せ
ら
れ
た
花
押
と
捉

へ
た
最
初
の
論
考
で
あ
ら
う
。

　

資
料
の
閲
覧
に
際
し
て
、
元
同
僚
千
葉
知
美
氏
に
は
格
別
の
ご
配
慮
を
忝
う

し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

�

（
す
ず
き
・
り
ょ
う　

東
京
都
立
江
北
高
等
学
校
教
諭
）
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第
二
十
八
号
（
二
〇
二
〇
）


